
  

１ ほ場内の早期排水対策として、あらかじめ溝切り、畦立て等の管理作業に努めること。 

２ 風害・潮風害のおそれのある場合には、べたがけ資材の利用等により被害回避に努めること。 

３ 支柱やネットを設置している作物は、確実に固定されているか確認し、必要に応じて補強して

おくこと。 

４ は種や定植を予定している場合は、台風の通過前の作業を避け、通過後に行うこと。 

１ 冠水又は浸水後の排水対策が速やかに行われるよう、溝切り等の対策を講じるほか、明きょ等

を点検・補修等を行っておくこと。 

２ 収穫後に自宅倉庫等で保管されている米については。浸水等による被害が発生しないよう適切

な場所で保管すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

（9 月１日農林水産省「台風 9 号の接近に伴う農作物等の被害防止向けた技術指導の徹底について」より抜粋） 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

（京都乙訓農業改良普及センター資料より） 

 

 

  

 

 

 

ＪＡ京都中央 ２０２０年９月８日 №５１３ 作成者 久光 裕加里 

―ＴＡＣ information―  

台風シーズンとなりました！暴風・大雨の対策を行いましょう！ 

ハウスのパイプ径により耐風速が異なるため、所有するパイプ

ハウスの耐風速や今後の補強の目安にしてください。 

 みなさんの水稲圃場は大丈夫でしょうか？今年も、トビイロウンカによる被害が多発しています。

今後収穫期を迎える中晩生品種（ヒノヒカリ、にこまる、京の輝き、祝、新羽二重糯）では、発生に

注意して下さい。左の写真の「短翅型」とよばれる、翅の短いタイプは増殖能力が非常に高く、特に

危険です。株元を注意して観察して下さい。風通しが悪い、肥料がよく効いている圃場は特に注意が

必要です。防除の目安は、1株に成幼虫が 5頭以上です。薬剤散布による防除は、収穫前使用日数や

使用回数など注意が必要ですので、JAまでご相談ください。 

増殖能力が非常

に高い短翅型 



 


